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１．緒 言 

 考古地磁気学の対象として主に扱われているの

は、熱残留磁化や堆積残留磁化といった安定した

残留磁化を獲得した遺物などである。古地震によ

る噴砂は堆積残留磁化を獲得していると考えられ

ている．よって，噴砂は考古地磁気学において有

効な試料となり得る．しかし、噴砂を考古地磁気学

に用いた研究は数が少なく、未だ発展途上にある。

本研究の目的は、噴砂から年代推定をすることの

可否を検証することにある。 
 本研究では、まず堆積残留磁化が地磁気によっ

て獲得されているか検証実験を実施することで、同

様の磁化過程を持つ噴砂が地磁気を記録し、考

古地磁気学における試料として適切であることを確

認した。その後、古地震による噴砂を用いて年代

推定をすることで、噴砂の形成年代を推定すること

が可能であることを確認した。本論文ではその結

果を報告する。 
２．研究のアプローチ 

２．1 積残留磁化の獲得の検証実験 

 堆積残留磁化が地磁気によって獲得されている

か検証実験を実施することで、同様の磁化過程を

持つ噴砂が地磁気を記録し、考古地磁気学にお

ける試料として適切であることを確認する。しかし、

実際に海や湖の堆積物生成を実験室で模倣する

ことは困難である為、堆積物のモデルを作成するこ

とで、実験を実施した。  

２．２ 残留磁化の獲得の検証実験 

 噴砂試料の交流消磁実験の解析結果から得ら

れる、伏角及び偏角の値を古地磁気の伏角及び

偏角と比較することで、噴砂が形成された年代を

推定することを目的とする。遺跡の状況から、噴砂

の形成は、弥生時代以降で中世より以前と推測さ

れていた。地磁気変化については、広岡公夫 他

(1997)を用いた[1]。 

３．結 果 

３．１ 堆積残留磁化の獲得の検証実験 

 磁化の測定結果を地磁気と比較すると、偏角で

は 1～2°、偏角では 1°の違いであり誤差は小さ

い。誤差は、モデル試料を机上で設定する際に目

測で磁北と合わせた為、発生したと推測される。し

かし、モデル試料の残留磁化の方向はほぼ地磁

気と一致している。よって、モデル試料の残留磁化

は、堆積する過程で地磁気の下で獲得された堆積

残留磁化であることが確認できた。 

 

 

 
３．２ 残留磁化の獲得の検証実験 

 今回は予察的に行った、また試料数が少なかっ

たことから、磁化方向の誤差は大き目となったと考

えられる。しかし、磁化方向は 1100 年より古く 500
年以降であり、考古学から推測される時代と一致

する。地磁気変化との比較では 550～600 年又は

750～1050 年の二つ

の時代が推定された。

古文書に残る北陸地

方で発生した古地震

として 863 年(貞観 5
年)の越中越後の地

震がある[2]。今回の

噴砂は、この地震が

原因となり形成された

可能性が考えられる。 
 
４．結 論 
 堆積残留磁化の獲得検証実験より、堆積物は地

磁気によって堆積残留磁化を獲得することが確認

された。誤差は数°以下と小さく、精度の良い研究

が行えた。積残留磁化と同様の過程で磁化すると

考えられる噴砂も地磁気の記録となっており、噴砂

の磁化から噴砂形成の年代が推定できる可能性

が明らかになった。 
 今回、北陸の遺跡で見つかった噴砂について磁

化を測定し、過去の地磁気変化と比較した結果、

考古学で推測された噴砂の形成時期と矛盾しなか

った。そして、863 年(貞観 5 年)に越中越後の地震

での発生の可能性も示唆された。古地震の有効な

年代推定法として、今後の発展が望まれる。 
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表 1.地磁気測定 

表 2.モデル試料の残留磁化測定 

図 1.地磁気変化(広岡,1997)との比較 
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